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令和５年度第１回 特別支援学習会 感想アンケート 

 
幼児教育センター 

 

１ 今回の特別支援学習会はいかがでしたか？ 

 

２ 本日の研修内容について理解が深まりましたか。 

 

３ 本日の研修会の感想や学んだこと、気付いたこと等を記入ください。 

①  とてもよかった 21人 

 

【園関係者】 

○園ですぐに実践できるような運動遊びを具体的に学べた。 

○できて当たり前という自分の気持ちを再認識した。 

○具体例をまじえて、どんな遊びがどのように必要か教えていただけて良かった。 

○子どもの実態についてたくさんのことを学べた。 

○発達障害の背景や配慮することなど、具体的によく分かりました。 

○正しい支援、援助の仕方を教わることができて良かった。 

○運動発達、発達障害について専門的なことを内容深く知ることができた。 

○現場の子ども達のしている行動の理由や対応の仕方などがよく分かった。 

 

【小学校関係者】 

○姿勢保持のための遊びや作業がよくわかった。 

 

②  よかった ４人 

○運動遊びがどういう発達につながっているのか具体的に聞けて良かった。叱る場面の具体的な伝え方が分

かりやすかった。 

○「どうして？」「どうしたら」と普段思っていたことに対して、納得のいく話が聞けました。 

 

③あまりよくなかった  ０人    ④よくなかった  ０人     ⑤わからない  ０人 

 

① はい  23人 

② いいえ  ０人 

③ 分からない  ０人      

無回答  ２人 

【園関係者】 

○様々な運動遊びを教えていただいたので、園でも取り入れたいと思った。箸を持てない子が増えている中

で、無理に進めている部分があったので、子どもの無理のないように進めていきたいです。 

○発達障害には、運動とのかかわりがあることを聞いたことがあったが、どのようなかかわりがあるのかを

知ることができました。園でできそうな運動遊びを教えていただけたことが良かったです。 
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４ 今後実施してほしい研修内容（園小架け橋研修）がありましたら、記入ください。 

○運動機能と口腔機能のリンクの話がとても興味深かったのでもっと聞きたいと思いました。 

○ソーシャルスキルについてこども園でもできる方法があれば研修させていただきたい。 

○こども園における性教育について、先進的に取り組まれている現場の方にお話を聞きたい。 

○保護者支援の仕方、保護者対応について研修したいです。 

○体を動かすことが苦手な子が楽しく体を使えるような遊びが分かり、実践していこうと思いました。保育

の中で支援の必要な子がこちらの言うことをどのようにとらえているのかと思うことがあるので、色々な

感じ方を知り、一人ひとりに合った伝え方を考えていこうと思いました。また、コロナが明け、マスクの

顔しか見ていなかった子たちばかりで、大人がマスクを外して少しずつ反応が変わってきたと感じます。

これからも意識して子ども達に表情を伝えていきたいです。 

○子どもの運動発達について写真やイラスト等で分かりやすく教えていただいて良かったです。日常の保育

に取り入れられる遊びや運動があったので、取り入れて活かしていきたいと思いました。箸の使用が６歳

からで十分と言う話にはびっくりしたので、園に帰ってどうするか考えていきたいです。発達障害の特性

とその支援ということで脳の話や特性をわかりやすく学べました。子どもがしている行動の背景を考える

ことがとても大事だと感じたので、日々の保育に活かしていきたいです。 

○運動発達のお話では、どういう運動を取り組ませると効果的かがとてもよく分かりました。発達障害とそ

の支援では、園内における配慮を必要とする園児が増加している中で、どのようなかかわり方がどういう

理由で大切かを学ぶことができました。これからの教育・保育に携わる際の大きな指標ができたように思

います。ありがとうございました。 

○子どもの優れた面を見つけ、そこを伸ばすことで強みに変えていくという話が心に残りました。一人ひと

りの良い所、特技を見つけ「認める」「できた！」と言う達成感が得られるようにかかわることが大切だと

感じました。 

○姿勢保持のポイントを学び、重心は真ん中に置くと両手が使いやすく情報を得やすいことを知りました。

今、運動会に向けてサーキット遊び等をしていますが、何回も練習するのではなく、少しずつできるよう

に「できることで終わること」を大切にかかわっていきたいです。発達の特性、支援について学び、発達

の特性を活かしたり、促進する要素などイメージしやすい説明で分かりやすかったです。子ども達に伝え

る時も否定語ではなく、肯定文で具体的に伝えることが大切だと改めて分かりました。 

○乳児の動き一つにしてもしっかりとした意味があり、今後の発達や動きに大きくかかわっていること、最

近の子ども達のハイハイやいろいろな発達過程に変化があるのは筋肉のなさもあると感じました。手指の

分離ができていない子どもも多く、遊びを通して伝えていけたらいいなと思いました。いろいろなヒント

や知識を与えてくださりありがとうございました。 

 

【小学校関係者】 

○児童それぞれの特性をふまえて、アセスメントをしっかりと行い、個に応じた環境作りや活動内容を計画

したりすることが大事だと思いました。実際に使える具体的なことを紹介してくださったのですぐに実践

したいと思いました。 


